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本三第 ???? ? 35
ては、惣領裁判所の斯長より通知あう、それによつて登記官吏
はニヒ地壷帳にその旨記入し、且飽の土地と分離して全然別個に
保存すべきである（EHG・§53）。
　所有者の意思に基く世襲農園の套生は．（イ〉自作大所有農林
地（非世襲農園）の分割によりて世襲農園たる要件を具備するに
至うたる場合、（・）百姓能力者たる者が歓格者の農園を取得し
て要件を具備するに至りたる場合、（ノ・）同じく從來所有の土地
と合して要件を具備するに至りたる場合．（二）利用方法の礎更
によつて一輩位の地力を有するに至る場合が、その主なるもの
である。この外、既に世襲農園たるもの』分割によつて、二個
以上の世襲農園が登生することもある（後段第44頁滲照）。尤
も、是等の場合とて、當事者の意思によつて原因關係の登生を
左右し得るのみであつて．要件を具備するに至れば法規當然の
結果として世襲農園となるもの故、正確には所有者の意思によ
るものとは言ひ難い。
　　　　　　　　（二）世襲農園の攣更
　世襲農園所有者の憂更は此塵に論じない。世襲農園自禮の鍵
攣とは、その世襲農園たる資格を保持しつ』その内容に鍵更を
生する場合である。帥ち（1）世襲農園の分割　（2）世襲農園の
構成物の一部分離、並に（3）それへの添加である。世襲農園の
分割については別に之を論する（44頁滲照）。125HLに至る迄
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は、その土地が如何に豊饒なりと転之に土地を切添へてなほ
一個の世襲農園として保有することが出來る。之を超ゆること
を得るは、た薗第五條第二項所定の事由があり同條第一項所定
の手績を維たる場合に限る（26，27頁滲照）。
　世襲農園の構成部分又は從物の一部を切離して庭分すること
は、法定の手績を経てのみ初めて可能である。帥ち所有者に封
する惣領裁判所の認可あることを要する（1・DV．§64111）。
　　　　　　　（三）世襲農園の消滅
　世襲農園は要件の欠敏によつてその資格を失ふに至る。資格
の喪失あるときは世襲農園としては溝滅したのであるから、か
かる場合にはそれに關する登録は世襲農園登記簿より削除せら
れる（1・DV．§281）。世襲農園たることが利害關係人より孚は
れて滑極に決定ありたる場合亦同じ。
　世襲農園たる資格要件を失ふ主なる場合次の如し。
　（イ）　使用目的墾更の場合。從來農業・牧畜・林業等に利用せ
られたる土地が、他の目的に使用せらる」に至りたる場合であ
り、世襲農園たるの要件を鉄くに至る。例へぱ市街宅地に愛更
する場合の如し。百姓又はその家族或は僕碑の佳宅と爲す場合
はこ㌧に言ふ目的i攣更ではない。
　（・）　世襲農園が一軍位の地力を有せざるに至りたる場合。
その地力喪失の原因は様々考へ得る。夫妻共有又は合算世襲農
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園（45頁〉に於て離婚あbたる場合、已むことを得ざる事由あ
りとして、土地の一部を買却することを惣領裁判所が認可せる
場合、目的の範園内なる使用方法憂更により生産が減退せる場
合等、即ち之である。
　百姓能力者によりて所有せられて一且世襲農園となりたる
後．其所有者が百姓能力を喪失するに至りたる場合は、世襲農
園の資格を敏くに至つたのであるから、世襲農園たらざるに至
るわけである。然し法律は、將來所有者の交替により百姓能力
者が所有するに至るべきことを期待して、か』る場合にはなほ
世襲農園として止まるべしと特に規定した（EHG・§16）。從つ
てそれに關しては一方に於て彊制執行に服せざる利盆を享有し
得べく（EHG・§38，39）、又他方に於て譲渡不能負捲設定不能
の拘束を受ける（EHG・§37）。その相績が惣領による相績たる
べきことも亦言ふ迄もない（：EHG・§19）。蓋し惣領相績制は百
姓の相績法ではなく世襲農園の相績法であるからである。
幽世襲農園の所有
　　（一）百姓（世襲農園所有者）たゐ資格の取得喪失
　百姓（B脳e置）たるは世襲農園の所有者に限る。これ以外の農
林地の所有者は百姓と樗することを得す、凡て地主（L泓ndwirt）
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と稚せらるべく、從來用ひられて來た小作人（P飴h七er）其他之
に類するGuts画chter，Gutsbesi七zer，Ri七七ergu七sbesi七zer，Acker－
b伽ger等の稻呼を用ふる二とは禁止せられた（EHG。§11）。
百姓たるには濁逸國籍を有せねばなら諏。外國入は杢然百姓と
稻することを得ない（：EHG§12）。無國籍人亦同じ。尤も此要
件に關しては、所有者の申請あるときは國糧農大臣は例外を認
め得べきものとされてゐる（2．DV．§3）。
　こ㌧に猫逸國籍といふも、實は本法制定の當時は未だ濁逸國
籍なるものは存在しなかつた。各州への貫屡のみであつた（註
一）。蓋しなほ聯邦制度たbしが爲である。1934年1月31日の
中央集椛の確立の直後、同年2月5日、内相よb國籍令登布せ
られ、同令公布の日より此r州籍」とも言ふべきものは廃止に
蹄し、輩一凋逸國籍が設定せられた。濁逸國籍を有する者たり
とも、有色入種又はユダヤ人種の血液が父方又は母方の組先よ
り傳來して其者に混入してゐるときは百姓たることは出來ない
（EH：（美・§13111）。即ちこれ等の人種をぱ濁逸の存立登展にとつ
て障害を爲すものと認めたるに由る（註二）。濁逸系叉は類似系統
所属の入々の子孫たるドイツ人所謂ドイツ民籍者のみが百姓た
り得る。尤もかく言へぱとて決してアリアン人全部を即ち印度
入等をも包含するものではなく、又マジャー一ル人・フィン人・エス
トランド人等アジア系統の自人を排斥するものでもない（註罠）。
　（註一）從つて海外族券は各州の名に於て登行せられてゐた。因に州籍も亦
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St撒ts＆ngeh6rigkeitと稽され．てゐたQ
（註二）Sie斯t：S。785W翫gem我m＝Hopp§13Bem，1。
（註置）　　Siefbrt：S．77；Vogels：§13Bem。2b．
　然し如何なる民族と錐も今日純輝に保存せられては居らな
い。多かれ少かれ混血してゐる。殊に凋逸の如き多藪の國々と
交渉ある位置に位し叉歴史を有する國に於ては．外國より有色
人ユダヤ人叉はそれ等の混血せる者の移佳多く．ゲルマン系統
の者と婚を通する機會を作り．事實相當甚しい混血を招來して
ゐる。よつて無限に遡るときは、たとへそれを歴史時代に限ぢ
とも、なほ法律の制限をして無効に終らしむる結果とならふ。然
らすとするも純血なりや否やにつき疑問百出その底止する所を
知らないであらふ。よつて法律は1800年1月1日を以て遡及
の限度と爲し（註一）、疑ある場合に於てそれ迄遡及して調査し、
當時生存せる者並にそれ以後に生れたる者に就き、か』る障害
ある血液の混入なきこと明らかとなるときは、それを以て法の
要求は満されたるものと看倣した（EHG・§玉3111）。力叛る時黙
の選ばれたる理由は、その年代に至る迄はか㌧る障害ある種族
との混血が少くとも農民問に於ては殆んど行はれざりし事實あ
りとの見解に基く（誰島）。蓋し當時の交通状態及び祉會歌態に原
因して有色人の移往なく、叉キリスト敏に蹄依せるユダヤ人未
だ存在せざりしことを根擦とする。プ・イセン百姓世襲農園法
第二條は此黙につき異る主義を探り、男系については無制限に、
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その他については二親等を遡つてユダヤ人又は有色人の血液混
入を認め得れぱ、此者を世襲農園所有資格者中より排斥すべき
ものとしてゐる（註三）。若し百姓能力者たる者がか㌧る好ましか
らざる系統の者と婚姻を爲さば、百姓たる資格を喪失し叉は惣
領中より排斥せらる」や否や。解繹論としては、後述の如く不
名碁者として庭置し得るは格別とし、本條によつては彼は依然
として百姓能力者であり、唯その子孫が能力を失ふに至るべし
と言ふの外はない（註四）。
　（註一）　此黙に於ては1933年4月7日の職業官吏團法：Beru飴beamten。
　　tumsgesetzに基）・て護せられたる同年4月11日の第一施行令第二條所定
　　の所謂狙父母主義と異るQ帥ち官吏又は官吏たらんとする者の組父母蓬を調
　　査して・それ等の者がユダヤ人ならざるときは法の要求は充されるとするの
　　である・因に此法律はユダヤ人蛇に肚會民主々義系統の官吏の一掃所謂「大
　　掃除J　Sauberungを行つた法律であつた。
　（註二）Sie勧t；S・78。
　（註三）一Siefbrt3S・79．
　（註四）　本稿第41頁参照。
　百姓たるには精紳病者、精紳薄弱者、飲酒癖ある者、浪費者
等の、民法上の宣言行爲無能力者たらざることを要する（：EH：G・
§14）。尤も無能力宣言が雫はれてゐる場合には伽ほ百姓たる資
格を保有する（：EHG・§14）。未成年たることはそれ自膿として
百姓能力の障害となるものではない（EEG・§151）。但し實際
上の経螢は法定代理人によつて行はれること㌧なる（註）。
　（註）Saure3S・20・
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　百姓たるは不名碁者たらざる場合に限る（：EH鋭§151）。如何
なる者を不名響として排除すべきかは一律に決し得ない。破廉
恥罪を犯したる者、公権（B五rgerlic：hes　Ehrenrecht）を1剥奪せ
られたる者（譲一）は大膿に於て不名碁者たるべく、更にナチスの
根本指導精聯に違背する行動を取りたる者．例へばユダヤ系た
ること明らかなる者と婚を通じ、又は本法第三十一條所定の義
務．帥ち、農園に生活する被相績入の子孫の扶養敏育を爲し濁
立資金叉は嫁資を給典し．責なくして窮追せる者を引取つて扶
養し、又は生残配偶者に自己と同等の生活待遇を與ふる等の諸
種の根本義務に甚しく違背せる場合には、不名碁者たる事由と
なり得る（註二）。不名碁者は一定の手績を経たる上、農園の経螢
並に管理を剥奪される（EHG・§1511）。不名碁者とならぬ様注
意を爲すべき義務は．1933年12月8日の全國農事團暫定的構
成法に於て同團が負ふてゐる所である。
（駐一）公椹剥奪der　Verlust　der　b敬ger1玉che：Ekrenrechteは、濁逸法の下
に於ては破廉恥罪の宣告に伴ふ當然の敷果でなく、特に宣告せらる》附加刑
である。詳しくは濁逸刑法第23條滲照。
（註二）Siefbrt3s・81・
　叉、秩序ある経螢を爲し得ざる者、並に秩序ある経螢を爲し
得るに拘はらす之を怠つて債務の支梯を爲さす果すべき義務を
履行せざる者等は、百姓の内より除斥せられる。輕々しく而も
不必要に負債を爲す者亦同じ（註一）。浪費者たるの宣告を要しな
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い（註二）。換言すれば、眞の百姓のみが百姓とせられる（註三）。百
姓らしからざる者即ち農事に理解を有せす、共に行動し得ざる
者を排除せんとする趣旨である。然し他の職業を有する二とは
排除の理由とはならの。例へば一方に職人・官吏・軍人の職を有
するとも、農事を理解する者ならば百姓たるに何等差支はない
のである（註四）。農園上の居佳も亦要件ではない（註五）。
　（註一）Saure：S・20．
　（註二）從つて世襲農園の借財はその償還可能皮を盆々檜進する結果となるQ
　　なほSiefbrt：S．83．参照Q
　（註；三）　Saure・S，20，
　（註四）同上。
　（註五）同上。
　不名暮者叉は経螢無能力者は百姓能力者となり得す、その所
有農園は初より世襲農園となり得ない。百姓能力者たりし者が
後に不名碁者又は経螢無能力者となれる場合には、州百姓指導
者の申請に依て、惣領裁判所は世襲農園の経螢並に利用の椹を、
期問を定め叉は定めすしてその者より奪ひ、之を所有者の配偶
者又は將來惣領となるべき地位に在る百姓能力者に與ふること
が出來る。若しか㌧る親族にして管理を引受けしむるに適當な
る者なき時は、一定の手績を脛て其農園の所有権は剥奪せられ
て他の者に授興せられる（後段世襲農園の移轄の総説の項墾
照）。剥奪の決定に封しては、即時抗告の方法によつて之を孚ふ
ことが出來る（EHG・§481）。被剥奪者のみならす直百姓指導者
本三第 論 43
よりも提出し得る（EHG・§4811）。か㌧る被剥奪者は補償を受く
る権利を有するか。法律並に施行令には之に闘する何等の規定
が無い。一般法理に從へぱ一種の土地牧用であるから土地牧用
法の法理に從つて補償を受くるの権利ある筈である。然しその
程度方法は世襲農園法濁自の指導精紳に随つて濁特のものたら
ざるを得ない。恐らく、個々の剥奪の裁判に際して萬般の事情
を掛酷し裁判所適當に之を定むべきであるとの精紳より．規定
を置力）なカ）つアこものであらふ（註）。
　（註）剥奪に際しては・被剥奪者をしてなほその農園上に居佳することを許す
　　ぺきや否や、，等に關しても惣領裁判所は決定を爲すべきものである。
　百姓能力喪失者拉に世襲農園喪失者は爾後自ら百姓と稽し又
他より稽せらる㌧権利を失ふ（EHG。§16）。百姓能力を失ふと
も世襲農園の所有権は、前陳の如き場合を除き之を失ふことは
ない。又世襲農園もその資格を失ふものではない（EHG・§16）。
（二）所　有　態　様
　世襲農園の所有者は原則として百姓能力者のみである二とは
前節に於て之を述べた。然らば百姓は一個の世襲農園のみを所
有し得るか、又は複数所有も可能であるか。勿論、法律の目的
とする所はr一人の百姓一個の農園」“Ei皿B乱uer，ei且Hof”
であり、複数所有は認めないのを原則とする。然し経過的事態
に於ては此原則を’貫くことを得ない。或は法規當然の結果とし
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て或は分割により、一人にて藪個の世襲農園を所有する状態が
曇生し得る。帥ち、同一人に属する藪個の濁立経螢にして、法律
が要求するあらゆる要件を具備するときは、一人の所有の内く
濁立の世襲農園が藪個登生することは法規當然の結果であり、
過渡時代の産物として已むを得ない所である。
　分割による場合には二種ある。　既に世襲農園たるものにし
て、之を分割して二個又は三個となすも、その各よが法律の要
求する要件を具備するときは、所有者の意思に基く分割なる方
法によつて複藪の世襲農園が生じ、而も一人によつて所有せら
る＼二とが出來る　（EHG・§4）。尤も此場合には惣領裁判所の
認可あることが必要である（1・DV・§64111）。第二の場合は、他
の要件を具備するも面積が一経螢にして1％HLを超ゆるが故
にのみ、未だ世襲農園たることを得ざりし農園を、分割して一
個叉は二個以上の世襲農園を創出する場合である。分割せられ
たる一部を譲渡する場合は格別とし（註一）、若し各部をして世襲
農園たらしむるには、各個に濁立の経螢所あることその他の要
件を完全に具ふる二とを要する。而して此際には一般要件の外
になほ次に述ぶるが如き特別要件を具ふることを要する。即
ち、分割せらるべき農園上の負債が、．へ的負捲並に物上負搬を
合せて、最近確定せられたる課税地憤の三割を超えざることで
ある　（EHG．§4（2））。　これ世襲農園が法律上甚しき保護を受く
る關係上、負債ある大土地所有者が之を悪用してf爲瞳的なる部
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分農園の創設を爲しご、債務の強制執行より免れんとすること
を防止せんが爲である（誌島）。
　（離一）譲渡せずしてなほ之を己が手中に一般財産として保有しつ㌧他の部
　　分のみを世襲農園と爲すことを得るやo費却の場合と同様に何等の制限なし
　　との解繹も生れやうが・二個以上の世襲農園となす場合と同様の制限に服す
　　るものと見るのが最も穏當なる解羅と思はれる○
　（謡黒）　Sまe艶r加S・58多S飢lre3S・14。分割の完成は何時なηや、又分割の完
　　威は各個が各別の百姓に属するに至つた場合に非るか等の問題がある。前者
　　は實際に於て要件完備するに至蟄たる時といふの外なく・所有者の登記申請
　　は唯その外部的徴表の一として見るを得る。分割の完成を譲渡に結ぴつける
　　Wδhrm批nn等の説があるが、Sie艶rt其他は之に反封してゐるo後者を1蟷
　　と信ずる。
　世襲農園の所有が軍濁所有たるべき二とは既述の如くであ
る。然し経過的事態に於ては之を貫くことが出來ないので、法
律施行の當時夫妻たる者又はその一方と他方の相績人との問の
共有に係る世襲農園の成立保有を認めてゐる（1・：DV・§621）。夫
婦財産契約に基くものたるとその他の権原に基くものたるとを
問はす、恰もそれが一人格者に所厨するものなるが如く取扱は
れる。何故に之を認むるか。之等は共有といふも畢寛家庭財産
（E蹴i！iene1ge酷um）であり、一軍位の経濟生活膿に属する黒占に
於ては、軍濁所有と殆んど選ぶ所がないと見たるが故である。
之と同一理由によつて、夫妻の双方が輩濁に所有してゐる農園
の面積を双方合算すれば世襲農園の要件を満し得る場合には、
やはり一人に所厨してゐるものと見倣され世襲農園となる（2。
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DV・§51）夫婦の一方の軍濁所有地と双方の共同所有地とを合
算すれば要件を満し得る揚合亦同じ（同上〉。此最後の二場合
は、第二施行令公布の日即ち1933年・12月21日を標準とす
る（2．DV・§29）。從つて、同日迄に離婚ありたる場合には、た
とへ1933年10月1日に於て要件を満したる場合に於ても、
世襲農園は初より登生しないのである。
（三）庭分の制限
（イ）譲渡、負推設是（生前庭分）
　世襲農園は一方に於て原則として強制執行を受けざる利盆iを
享有すると同時、他方に於て所有権行使につき著しき拘束を受
ける。r公盆は私盆に先つ」“GemeinmtzgehtvorlEige：nnutz”
といふ拘束は、物の所有者殊に土地所有者一般の受くる拘束で
あるが、世襲農園の所有者はその上更に重大なる制限を受ける。
任意譲渡の禁止郎ち之である（EHG．§371）。全膿としてのみな
らす、その一部並に從物についても同様である（同上）。將來強
制執行その他の方法により譲渡せざるべからざるに至るの惧あ
る、世襲農園の澹保提供も亦禁止せられてゐる（同上）。然らば
法律の規定に違反して譲渡又は櫓保提供を爲せる場合その敷力
如何。それ等の行爲を惹起する債権的契約には禁止の敷力は及
ぱす、輩に物権的行爲にのみ及ぶものなることは到例の一致せ
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る見解である（註一）。物椹的行爲に關する限りその禁止は封世的
にして、輩に當事者問のみならす第三者に封してもその敷力ば
及び、第三取得者と辮する者も、たとへそれが張制競費の競落
人たりとも、その権利を主張することは許されない（註二）。然し
禁止に反せる行爲は絶封的に無敷なる行爲ではない。理由あ今
とせられて惣領裁剃所の認可あらば有敷となるもの故、裁判所
の認可を停止條件とする行爲に似る（註罠）。r一鷹無敷なる行爲」
なるが故に所謂取清し得べき行爲と正反封の立場に立つ。
　（註幽）　Entscheidung　des　Reichsgerichts　vom　l1，Dezember19333E。des　B＆y．
　　Ob。L．（｝，von21。Febru訊r　l934．
　（註二〉S撤br伝S・15L
　（駐三）同上。
　譲渡禁止が世襲農園の各部蛇に從物に迄及ぶと言ふも、経螢
の必要上費却せらるべき性質を有する從物、郎ち成熟して屠殺
に適せる家畜の如きものは、譲渡を禁止せられざることは明ら
かである。但し任意賞買の場合に限る。強制執行については後
段滲照（註一）。此黒古は實際取引上非常に重大なことであり又間題
の多き所である。蓋し禁止に反する取引なりとの理由で、善意
の取得も保護せられざるに至るからである。用愼深き買主は先
づ惣領裁判所の許可を受くべきであらふ。然らば取引の敏活は
相當阻害せらる』結果となるであらふが、これ己むを得ざる仕
儀である。適法に譲渡せられたる世襲農園の一部又はその從物
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の封慣は、世襲農園の構成物又は從物たる資格を失ひ一般財産
と憂争る（註二）。
　（謎一）第53頁以下。
　（雷蓬二二〉　　Siefbrt3S・153・
　世襲農園の負擢設定禁止は廣く物椹的負搬を指し、土地へ捲
保権を設定して登記を爲す場合のみならす、その從物叉は請求
椹を設定する場合をも含む。尤も、隣地の爲の地役権設定叉は
公的負櫓の設定の如きは、此禁止より除外せられる（LDV・
§641）。
　世襲農園の譲渡虹に負捲設定の禁止は、重大なる事由あると
きは惣領裁判所によつて解除され得る（IEHG．§3711）。譲渡に
つき重大なる事由として数へらる㌧ものは、先づ（泓）公共の
利盆の爲め、例へば國内移民の目的、道路の建設、所有地を一一一
ケ所に纒める（Abrundung）爲めの土地交換、或は都市附近に於
て市街宅地設定を爲す場合等であb、又（b）既存の抵當構を源
除する爲（註一）、（c）進んでは世襲農園の一部の譲渡を受けたる
者がそれを加へて世襲農園を創設し得る場合（註二）等が考へ得
る。然し譲渡により大さを減じ由つて世襲農園たる資格を失ふ
に至るべき場合には、惣領裁判所は原則として許可を與へ得な
い。尤もそれが温泉地域に存して、温泉佳宅地と爲らる」が如
き場合には、特別なる除外例として許可せらるべきであると解
する（註三）。負捲設定許可につき重大なる事由として数へられ得
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るものは極めて少く、世襲農園に抵當権を設定する以外には生
活又は経螢の資金融通の途全く無き場合が、殆んど唯一の例で
あらふ（註四）。
　（駐一）　判例であるQ：EH：Rsp・§37乱Nr・6・
　（註二）　同上o　IEH恥p．§378：NL7・
　（註翼）Sief繍3s・154・
　（註四）　Siefむrt3S．155．
　世襲農園の譲渡禁止の重大なる例外を爲すものは、惣領に當
る者への任意譲渡、法律の所謂世襲農園の引受、筆者が隠居と
稔せんとする所のものである。此場合には要件具はらば惣領裁
判所は許可せざるの自由を有せす、必す許可すべきものとせら
れてゐるのである（EHG．§37m）。之に關しては後に項を改め
て述べること』する（註一）。序ながら惣領裁判所の爲す譲渡の許
可は．一般に事前に爲さるべきであつて、少くとも土地に關し
ては登記前に爲さることを要すと解せられる（註二）。都合によb
事後に爲されたるときには、その敷力は遡及し、初めより貰買
虹に負澹設定は有敷のものと憂することは、前に述べたるが如
くである（註罠）。
　（註一）　五（三）卵ち第79頁以下。
　（註二二）　　S量e長迂t：S・155・
　（註三）　本稿第47頁参照Q
　　　　（ロ）遺言、相績契約によゐ塵分（死因塵分）
　被相績人は遺言若しくは相績契約によつて、法律の規定によ
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り惣領と爲り得べき地位に在る者を全部排除して、その他の者
を以て惣領に充てることは許されない（EIIG・§24エ）。か㌧る地
位に在る者全部存せざるときに於てのみ．それ以外の者（例、配
偶者）を惣領に定むることが許される（EHG・§25v）。法定相績
人の排徐のみならす、法律はその順位の墾更を相當困難ならし
めてゐる。又世襲農園を分割して複藪人に相績せしむる場合は
別とし、一般に世襲農園を構成する土地其他を分離して惣領以
外の者に相綾せしむる二とは、法律の許さざる所である。一膿
として世襲せらる㌧ことが世襲農園の本質的属性なるが故であ
る。從つて本來從物についても然るべき筈である。然しながら
ヨリ　コ
寄子の補償樺を認めざる新世襲農園法の下に在っては、此原則
を貫くことは寄子に勤し叉それに準する者に封して鯨りに酷に
失すると考へ、特に農園と密接なる關係あるもの、即ち農園の
経轡に歓くべからざるもの．農園關係文書、家系譜及び紀念物
を除き、一般の從物については被相績人の遺言又は相績契約に
よる庭分が許容されてゐる（EHG・§2411）。　二れ張制執行の場
合と大いに趣を異にする黙である（註）。
　（誌）　本稿第46頁以下参照。
　從物に翼する庭分制限が上述の如く緩和せられたると同時
に、若しその遺言の内容にして、後述相績負債腱理に關する條
項（EHG・§34）による塵理を不可能ならしむるものなるとき
は、從物は勿論のこと假令それが世襲農園に属せざる一般財産
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の慮分又は負措設定なうとするも、なほ無敷とせられる。例へ
ば負債ある世襲農園のみ惣領に典へ現金全部を他の相績人に分
與するが如き二とは許されざる二とである（註一）。遺言を以て農
園自膿に負捲を設定することが禁止せらる㌧ことは言ふ迄もな
い（EHG。§24111）。唯此場合抵當権の如きもののみを指すか又は
負権一般を指すかについては読が分れる。法文には農園の負澹
設定とのみあり張制執行に於ける第一施行令の第六十四條第一
項の如き制限が置かれてゐないので．或學者は地役権・入役灌・
公共負捲の設定の如きをも禁止して疎）るものと見る（誌二）。然し
ながらか～る負捲設定は負債整理を阻害するものに非るものと
認め當然か㌧る例外は存するものと見るのが多歎説である（誌
罵）。前識を探るも恐らく結果に於て後説と同一に終るであらふ
が、なほ脱法行爲を考慮して前説を探るべきものと考へゐ。負
櫓設定は債構的なる場合と錐も亦禁北せられる。そしてそれ等
の庭分は凡て惣領に勤して敷力を及ぼし得ないのである（註四）。
　（註一）　S呈e免rも：S．117，實例の（3）。
　（註二）Sie蝕t＝S・116は此説Q
　（註箋）Siefert：S。116断掲。｝3rinkm鋤n－R・sα・er3S・523H窺mkens＝§24・
　　Bem．6タVogels33Au丘S。1483W6批m韻n：2．AuH　S．138、
　（註圏）S蹴e＝S・38，
　農園自膿の爲めに惣領の自由は後順位に置かれる。帥ち、惣
領がその相績後丁年を超えて二十五歳に達する迄、なほその父
叉は母が世襲農園の管理蛇に利用の権利を有すと、被相績人が
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遺言を以て定めたる場合には有敷とせらる㌧のである（ERG．
§26）。民法（BGB〉に依れば、親の子の財産に封する管理の権
利義務（父§1638母§1686）蛇に利用の権利（§1649§1686）は
廿一・歳を以て終るのであるが、實際上二二十一歳を以てしては、
なほ脛螢に關する充分なる経験ありと言ひ得ざる場合が多く、
斯く規定することが、農園の維持登展の爲に、延いては濁逸の農
業否全國経濟の爲に有盆iなる作用を及ぽすとの見解に基く。此
際には土地墓帳への管理登記を要せす、又管理を行ふ父又は母
が百姓能力者たることをも要しないのである（註）。
　（註）Siejbrt＝S．126．
　新世襲農園法に於ける被相綾人の配偶者の地位は民法に於け
るものに比すると甚しく低下せしめられてゐる。よつて第二施
行令はその急激なる獲化を緩和する必要を認め次に述ぶるが如
き規定を設けた。先づ、夫婦共有世襲農園に於て夫が先に死亡
せる場合には、遺言又は相綾契約を以て反鋼の定めを爲さざる
限帆法規當然の敷果として妻は惣領が二十五歳に達する迄農
園の管理蚊に利用の権利を有すとせられる（2．DV．§5111）。以
て直接支配を可能ならしめてゐる。第二に、一般の世襲農園に
於て、被相綾人の配偶者をして相綾開始後もその生存中は惣領
の意思如何に拘はらす、農園の管理拉に利用を爲さしむる者の
遺言勉に相績契約は有敷なりとしてゐる（2．DV・§131）。但し
第一、第四部類の相績人帥ち男子叉は女子たる直系卑驕が相績
本三第 論 53
せる場合には、惣領が二十五歳に達したるときはその管理権は
當然に滑滅する。蓋し親子の情愛に基く惣領の厚遇を豫想し、
斯くする蓬）生存配偶者に酷ならすと思惟するが故である。尤も
直系卑属に非る者が惣領として相績したる場合に於ても、その
者が三十歳に達したる後州百姓指導者の申講あらぱ惣領裁判所
の決定を経て右の管理利用梅は屡止せられ得ること㌧し、惣領
の利盆との調和を圖つた（2．DV・§131エ）。要之、上述の限度に
於て遺言による塵分制限は緩和せられたのである。
五世襲農園の移輔
（一）総 設
　世襲農園の移韓を生する主なる事由は、譲渡、交換、剥奪、相
績、隠居の五種である。なほ他に一種の強制移轄がある。
　世襲農園の譲渡は本來禁止せられてゐるのであるが、重大な
る事由あるときは惣領裁判所の許可を得て、任意契約を以て之
を譲渡することを得る（EH載§37111）。如何なる事由あるとも
世襲農園自騰（構成物・從物とも）の張制執行による移轄は許さ
れない（EHG．§381）。世襲農園生産物に關しても亦然b（：EEG・
§3811）。然しながら後者に關しては重大なる二つの例外がある。
その一は公的債務に基く場合であり（EHG・§39）、その二は世襲
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農園法施行の當時既に存せし債務に基く場合である（班【G・
§59）。それに關する手績蛇に敷力については第三十九條が詳細
に規定してゐるが、要するに全國農事團の介入を認め、而も債
務名義の額が百五拾マルク（李憤にて我七拾五圓）以上たる場合
に限るとするのである。帥ち利息蛇に費用を除き債権額が百五
拾マルクを超ゆる場合、強制執行を行はんとする債穫者は、そ
の着手一ケ月前に先づその旨匠百姓指導者に申入れを爲さねぱ
なら濾。之を受けたる匿百姓指導者は百方斡旋して圓満解決を
圏り、已むなきときはその債務を全國農事團にて引受けたる旨
宣言を爲すことを得る。然るときは、全國農事團はその浜務名
義蛇に公正受領謹書と引換に債権者に辮濟を爲すべく、之を爲
したるときはその債椹は法律の敷果として全國農事團に移轄す
る。そして關係は全國農事團勤百姓と憂する。辮濟はその後徐
徐に爲さしめらるべきも、而も之を怠れば張制執行の手段によ
つて取立てることも亦可能である。
　百姓能力者にして世襲農園所有者たる者は、更に相績人とし
て他より世襲農園を縫承すべき地位に立つ場合、之が繊承を爲
すことは本來許されない（：EEG．§221）。　そして次順位者が之
を縫承するのである（同上）。然しながら若し從來有せる世襲農
園より有利なる場合には從來のものを拠棄しても相績を希望す
るであらふ。此時を考慮して法律は、若し所有者にして相績開
始を知りたる時より起算して六週以内に自己の所有する世襲農
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園を次順位者の爲に拗棄したるときは、遺されたる世襲農園を
相績することを許してゐる　（EHG・§2211）。　この拗棄せられた
る世襲農園は法規當然の敷果として次順位の相績人の取得する
所となる（：EHG・§22響〉。これが二㌧に言ふ交換による移轄で
ある。
　剥奪は第十五條第三項によつて爲される。即ち、先づ世襲農
園を所有する百姓が不名碁者なるか、正常に之を経替し得ざる
か或は債務の履行を爲し得ざる底の者なることを要し、更にか
かる者より世襲農園の使用牧盆の権のみを奪つて経螢を托せら
るべき配偶者又は推定惣領者の存在せざることを要する（EHG。
§15レm）。か㌧る場合には國百姓指導者の申請に基き惣領裁判
所の決定によつて、世襲農園の所有権は所有者より剥奪せられ
て他の者に移轄せられる（EHG。§15111）。若し被剥奪者の親族
にして百姓能力者あるときはその者、か㌧る者なきときは一般
百姓能力者の内より國百姓指導者は選定を行ひ．之を惣領裁判
所の審判にかけて決定する。決定あるときはその法定敷果とし
て所有椹は移轄し又それに關する椹利義務も當然に新所有者に
一括して移轄する（IEHG・§151V　l：BG：B。§419）。所謂法定債務
引受の一場合である（註）。
　（註〉S至efbrt3S。85．
　相績並に隠居に關しては項を改めて之を述べる。又世襲農園
を共有せる配偶者一方の死亡によう、他方の共有持分機が相績
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と同時に強制的に惣領に移轄することは、叙述の便宜上之を相
績の第三項に於て明らかにする（註）。
　（註）　62頁以下参照Q
（二）世襲農園の相績
（イ）　特 質
　世襲農園の相績は民法の規定に從はす全く濁自の法規に從つ
て行はれる。惣領（Anerbe）と構する特別なる地位に在る相績
人が、世襲農園に關する権利義務を他の財産と全く分離して、
一括して承縫し、分割承縫又は共同承縫を行はない。　民法
（BGB。）に從へば惣領と共に共同相績人たる地位に在る直系卑
属でありながら、世襲農園法の制定によb世襲農園の相績権を
　　　　　　　　　　　　　ヨリコ全く奪はれたる者は、後者により寄子（Weichender　Erbe）と
構せられる。寄子は世襲農園以外の財産についてのみ相績を爲
し得る。世襲農園以外の相績財産豊富ならざること通常なる濁
逸の現状に在つては、寄子の相績権は被相績人の配偶者の相綾
権と共に、新法により著しく侵害せられたと言ふて差支ない。
　百姓は原則として一個の世襲農園をのみ所有し得る。從つて
既に固有の世襲農園を所有する者は、たとへ順位該當者と錐も
更に惣領として相績を爲す二とは出來ない。所謂交換について
は既に述べた（註）。
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　（註）　本稿54－55頁参照。
　惣領は封外關係郎ち遺産債権者に封しては民法の一般原則に
從3、のであるが、封内關係に於ては原則として積極財産をのみ
承縫する。負債は世襲農園以外の財産を以て支沸ひ得る限り惣
領はその支沸義務を冤れる。たとへその債務の成立が世襲農園
と關聯し叉は農業経瞥と關聯せる場合に於ても、殊にそれらが
抵當（Hypothek）、土地負債（Grundschuld）、土地年金（Ren－
tensc1・uld）等の形に於て世襲農園と關聯せる場合に於てすらも
亦同檬である。他の財産を以て支梯ひ得ざるときに初めて責に
任すること㌧なる。
　世襲農園以外の財産は民法の原則に從つて相綾せられる。惣
領の相績権は吹の如き場合にのみ存する。即ち世襲農園の評債
額が、世襲農園と他の遺産との合算額の相綾人の藪に慮じて卒
分したるものより大なるときに限り、その李分額と世襲農園評
憤額との差額につき相績を爲し得るのである。
　惣領となる者並にその順序は法律を以て定められ、被相績人
が遺言（Testament）又は相績契約（Erbvertr乱g）を以て之を排
除することは許されす、又順位を獲更することは甚だしく困難
とされてゐる。特に民法の原則と異る所は、惣領となる法定順
位者は必す血族たるべしとせられ、養子の認められざる黙であ
る（註）。
　（註）　尤も例外は存する。本稿第20頁滲照。
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　惣領制によつて不利なる地位に既せられたる寄子が惣領に封
して補償権（Ab触du：ngsrecllt）を有せす、軍に養育敏育を受く
るの椹、嫁資並に濁立資金を受くるの権並に蹄佳権（H：eim翫七zu－
Huch七recht）を有するに過ぎすとせられたのは、本法に於て初
めて探用せられたる最も重要なる原則の一である。
　世襲農園の相績人（惣領）となる順位に就き、女子を男子より
劣等の地位に置き、被相績人の娘と錐も被相績人の兄弟並にそ
の子孫たる男子より劣等の地位に在るものとした鐵並に婚外子
を甚しく排斥したる黒占は、民法（BGB・）に於けるものに比する
と全く勤踪的立場に立つと言ひ得る。
　　　　　　（ロ）法定の相績順位
　惣領となる者の順位は法定せられてゐる。法律によつて特に
遺言又は相績契約を以て被相績人がそれを攣更することが許さ
れ且被相績人が之を爲したる場合は例外であるが、然らざる限
り惣領となるには以下述ぶる順序によることを要する。
　被相績入の自然血族帥ち、配偶者並に縫親・織子・養子等の準
血族を除外したる者の内、更に母を除外して残りたる近親者と
も言ふべき者を、六個の部類に分けて優劣の順位を附した。そ
して若し前順位にある部類に属する者一人にても存するとき
は、次の順位に在る部類に属する者は決して惣領とは爲り得な
い。是等六個の部類に驕する者全然無きときに限り、それ以外
の者が惣領と爲り得る。而して最後の揚合には法定順位なるも
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のは存在しない（註）。
　（註）　後段第61頁滲照。
　第一の部類に属する者は被相績人の息子並にその男子たる直
系卑属である。第二の部類に属する者は被相績人の父（實父の
み）であり、第三の部類に属する者は被相績人と兄弟並にその
男子たる直系卑厨である。第四の部類に鵬する者は被相績人の
娘並にその男子たる直系卑属であ転第五は被相績人の兄弟姉。
妹並にその男子たる直系卑驕、第六は被相績人の子孫たる他の
女子並にそれ等の者の男子又は女子たる直系卑属である（EHG・
§20）。
　第一部類者相互問、第三乃至第六部類者の同一部類者問に於
ては、被相績人に封し親等の近き者を先にする（EHG・§20（6））。
但し承租（代承）相績権は之を認める（同上）。承禮相綾の原則
は、順位者死亡の場合のみならすその者百姓無能力者なる場合
にも適用がある（IERG・§211）。叉，相績抱棄ありたる場合にも認
められる（駐一）。全血族を先にして牛血族を後にすることは各部
類を支配する原則であるが、第一の婚姻にょりて生れたる者は
第二第三の婚姻によりて生れたる者に優先するといふ原則は、
軍に被相績人が父にして相績人息子なる場合にのみ適用があ
る。帥ち被相績人母なるか叉は相績人娘なる場合には適用がな
い（駐昌）。
　（註一・）　同説窃ef◎rt：S・108・勉棄についてはBG：B・§2346滲照。：BGB・
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§2349は勉棄の敷力はその子孫に及ぶと定めてゐるが、世襲農園法全燈の趣
旨より見て、此法條は世襲農園の相績に關しては適用なきものといふぺきで
あるo
（註二）EHα§211v。Sie飴rt：S・106・
　婚外子に關しては比較的詳細に規定せられてゐる。婚外子に
して後に爾親の婚姻ありて婚内子となりたる者は、婚姻中に生
れたるものと看倣：される（：EHG・§211v）。從つて婚姻成立後に
生れたる者より優位に置かる」結果となる。然し軍に嫡出宣言
（Ehelichkei七serkl乱rung）を受けたる婚外子は、民法に於けると
異り（註）、世襲農園法に於ては婚内子に次ぐ順位に置かれるに
過ぎない（EHG・§21v）。以上の如き特殊なる場合を除き、狡
義の私生子帥ち法律上母のみを有し父を有せざる子は非常に不
利なる地位に置かれ、たとへ女子と錐も婚内子あらば男子たる
私生子に優先して惣領となる（：EHG．§21v）。民法と異る重要
なる鮎の一つである（註）。
　（註）　民法に於ては敦れも婚内子と同等の地位に立つ（BGB§1736，1723）。
　他の黙に關し法律上同等の地位を有し年齢のみ異る場合には
年長者優先するか又は年少者優先して惣領となるか。此黙に關
しては、法律は一刀爾断的解決を與へなかつた。原則として地
方の慣習に委したのである。年長者優先相績制（Aeltes七enrec五七）
の慣習存する地方はそれに從ふべく、年少者優先相績制（Jungs－
tenrecht）の慣習ある地方に於てはその慣習によつて支配さるべ
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きものとしてゐる（：EHG・§21111）。若し慣習存せざる場合には
年少者優先相績制が適用せられる（同上）。慣習の存否並に種類
につき疑問ある場合には當該管轄惣領裁判所之を決定する（同
上）。たとへ年少者優先相績制の下に於ても、第二の婚姻によ
り生れたる子は、第一の婚姻によりて生れたる子の敦れの者
（男子に限る）よりも後順位に置かれることは嘗て述べた所によ
つて明らかである（註）。以上の原則は第一部類者問のみならす、
第三部類者間第四部類者間更に第五部類者問に於ても支配的な
るものである。尤も、第六部類者問に在つては軍に親等近き者
が優先し又同親等者問に在つては男子が女子に優先するの原則
が支配するのみ（EHG．§20（6））。
　（註〉　本稿第59頁以下。なほ融ure3S・27・
　第一乃至第六の部類に驕する者全く無きときは、被相績人は、
遺言若しくは相績契約を以て自由に、その他の者の内より惣
領を定め得る　（EHG・§25v）。被指定者については親族たると
他人たるとは之を問はざるものと解す。唯多くの場合配偶者叉
はその連れ子等が指定せらる」であらうことは想像できる。若
し被相績人がか㌧る手綾を爲すもその被指定者が百姓能力なか
りし時叉はか』る手績を爲すことを怠つた時は、國百姓指導者
は惣領を指定するの権能を有する（IEHG。§25v）。此場合に於
ては國百姓指導者は被相績人の血族又は姻族　（Versc五w鯨erte）
（謹）を優先的に考慮すべきものとせられてゐる（同上）。　帥ち未
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だ親族あるに國家が相績に干渉し、又反勤に、親族なきに至つ
ても決して之を國庫に蹄属せしむることなく、何人かによつて
相績せしむる黙にその特色がある。
　（註）Verschwagerteは正確1（は姻族とは異る。雨者は配偶者の父母拉に子の
　　配偶者を指すものであるからである。適當の謬語なきま〉今之を借用したる
　　のみo
　　　　　（ハ）　法定順位に關する特例（経過的規是）
　前項に述べたる順位は將來永遠の原則であるが、現状に封し
ては相當著しき憂革なる爲め、法律施行に當つてはそれを多少
緩和する必要を認め、世襲農園法第二十一條第七項に於て特例
を定めた。世襲農園法施行後最初の相績に際しては（該一）被相
績人の息子又はその男子たる直系卑属（第一部類者）あらざると
きは、被相績人の娘又はその男子たる直系卑属（第四部類者）が
第二第三部類者（父、兄弟虹にその男子たる直系卑属）に先んじ
て惣領となるとせられる。第一部類者存するも百姓能力を飲く
とき亦同じ（註二）。此場合には法定順位が斯く憂するのであるか
ら、何等遺言その他の庭置を爲す必要がないのである。
　（註一’）法丈は「本法施行の際に息子……無きときは云々」と定めてゐる。從
　　つて本法施行後串生したる息子は施行當時生存せる娘より後順位に置かる》
　　が如く見ゆるが、法律全盤の趣旨より見て之を否定に解し、曲規定は唯第二
　　第三部類者排除の規定に過ぎぬと見るを正當なりと考ふ○從つて法律施行の
　　時を標準とするのでなく、施行後最初に行はる＞相績の時を標準とすること
　　となる。夫婦共有世襲農園に於てはその長命せる一方が死亡せる時が標準と
　　なる。同趣旨Sie偽蠕：S・107・
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　（註二）S弼br脱S・107・
　更に経過的事態に特有なる法則として、夫妻の共有に係る世
襲農園に關し妻の持分を相績すべき者の相績権の強制移轄（剥
奪）が規定されてゐる。既述の如く（註一）経過的事態に於て成る
べく世襲農園を多く成立せしむる爲め夫婦の共有に係る農園も
他の資格に於て敏くる所なきときは世襲農園とせられる。然し
將來双方の持分が同一人に脇属して軍濁所有となることが法律
の希望する所である。よつて法律は、當事者の一方が他方を自
己の相績人と定めて軍凋所有となすを許すと同時に（註二）、若し
か』る庭置を爲さざりしときは、妻が先に死亡すれぱその持分
は當然に夫の手に落ちて夫の輩濁所有と獲すべく、夫が先に死
亡すればその持分は勿論のこと生存中の妻の持分も併せて、夫
の持分につき惣領たる地位に在る者の所有となるとせられる
（1．DV・§62111）。妻の持分につき惣領たる地位に在る者の権利
が侵害さる㌧二と蛇に生存中の妻の所有椹（共有持分）が侵害せ
らる㌧に至ることは法律の敢て顧慮する所ではない。夫婦の一
方が死亡せる後に存立する死亡者の相績人等と生存配偶者との
共有關係（fortgese七zte　G廿tergemei：ns面泓ft）（註三）に在る世襲農
園につき、後者が死亡せる場合には、それが夫たると妻たると
を問はす、夫の持分虹に他の者の持分の凡てが夫の持分の世襲
農園法上の相績人（惣領）に騰屡するに至る。帥ち夫の惣領の軍
猫所有に憂す・るのである。他の持分権者の権利は剥奪さる㌧こ
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ととなるのであるが、法律は何等之に封して補償のことを規定
してゐない（1。DV．621v）。この強制移轄の性質については學者
問に種々の読が行はれて居り、或者は濁逸古法を引用して生存
配偶者その他の者を死亡者と見倣すが故に生する結果であると
言ふてゐるが、他の學者は法律による強制契約読を探る。即ち
當事者は法律によつて命ぜられたる内容の契約を爲すことを要
し、若し之が締結を見ざるときは裁判所は判決を爲して之に代
へるといふのである（註四）。寧ろ率直に法規當然の敷果として何
等當事者の行爲の介入を要せす所有権移轄の結果が登生すると
言ふべきであらふ。兎も角詳細なる規定なき爲め疑義の生する
鯨地のある規定である。
　（註一）　本稿第27頁
　（註二）　後段第67頁
　（註i三）　跳fbrtgestzte　G働ergemeinsc五誼の性質については：BGB・§1483庄
　　参照。
　（註四）Sie飴rt＝S。319．種々の學説拉にそれの賛成者の詳細につ）・ては
　　Siefbrt：SS．316－320参照。
　　　　　（二）逡言等による法定順位の攣更
　遺言又は相績契約によつて、法定順位者あるに拘はらす之を
全部排除してそれ以外の者を以て惣領と爲すことは、その相績
財産（世襲農園）の内容を限縮すること㌧共に絶封に禁止せられ
てゐる（：EHG・§24）。これによつて從來の相績法否從來の世襲
農園法の指導原理と新世襲農園法のそれとが、全く相背馳する
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ものなることを明らかに示してゐる。即ち民法施行法第六十四
條第二項虹にプ・イセン百姓世襲農園法の規定は、世襲農園制
度を認めつ』なほ被相績人の意思による世襲農園たることの贋
止蛇に世襲農園の生前又は死因庭分による分割を容認したので
あるが、否か㌧る遺言の自由を侵すが如き法規あるも無敷なり
とすら宣言したのであるが、本法は之と全く封踪の立場を採る。
　然しながら新世襲農園法と錐も、法定順位を被相績人の遺言
により叉は相績契約を以て或程度の攣更を爲すことは認めてゐ
る。即ちその限度に於て辛うじて被相績人の意、思は奪重されて
ゐるのである。意思奪重の程度は、攣更が部類内に止まる場合
と部類外に亙る場合とにより甚だ異り、大艦後者に於ては難く
前者に於ては容易とせられてゐる。尤も第一部類内に於ては例
外として甚だ困難となつてゐる。
　第一部類内に於ては、後に掲ぐる三個の例外的場合を除き、
法定の順序は鍵更を許されない。親等近き者を先にすべく、第
一婚より生れたる者を先にすべく（被相績人男子たる場合に限
る）、又地方にょり必す長男を先にすべく又は末男を先にすべ
きである。尤も相績開始前順位者死亡せる場合は承租（代承）相
績の認めらる㌧二とは翫蓮の如くでゐる。三種の例外の場合と
は（1）此法律施行の當時其地方に於て惣領相綾制度の慣習なか
りし場合、（2）此法律施行の當時其地方に於て被相績人による
自由指定の慣行ありし場合、（3）重大なる理由ありとして裁判
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所の許可ありたる場合邸ち之である（EHG・§251）。慣習の存否
につき疑義あるときは當該地方を管轄する惣領裁制所の決定に
侯つ（同上）。叉何が重大なる理由なりやは惣領裁判所に於てそ
の都度裁量決定すべき事項に属する。
　第三部類以下第六部類に至る同部類内の順序攣更は、上述第
一部類内の場合と異り、全く被相績人の自由に爲し得る所であ
る　（：EH：G・§2511）。即ち、第一第二部類者存せざるときは、弟
を又は兄を惣領と爲すと甥を惣領と定むるとは全く被相績人の
自由である。第三部類迄に属する者存せざるときに、娘を差置
いてその息子帥ち孫を以て自己の惣領となすことも亦被相績人
に許されたる所である。而してか㌧る順序愛更については何等
惣領裁判所の同意を要しないのである。
　他の部類に亙る順序鍵更は非常に困難とされてゐる。第一部
類に屡する者は重大なる事由存することを理由とし第四部類者
を以て代ふるときに於てのみ憂更可能であり而も惣領裁判所の
同意を得ることを要する（：EHG・§25111）。第二部類以下につい
ては惣領裁判所の同意あらば重大なる事由の存否に拘はらす鍵
更可能である。即ち父に先立つて甥を指定し、兄弟に先立つて
娘を指定することも可能である。尤も本法實施後最初の相績に
際しては、指定を要せすして第四部類者が當然第二第三部類者
に先んじて惣領となることは既に述べたる所である　（IEHG・
§21VII）（註）Q
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　（註）　本稿第62頁滲照。
　異部類に亙る順位憂更に關聯して述ぷべきば私生子の順位介
入である。第一部類者全く存せざる場合に被相綾人に私生子あ
るときには、第二部類者以下に先ち、被相績人は此者を惣領と
定むることが出來る。此場合にも惣領裁判所の同意を得べきは
勿論であるが、惣領裁判所は濁断にて同意することを得す申請
あらば之を州百姓指導者に移牒してその意見を聞き然る後に之
を爲すべきものとせられてゐる（EHG．§2511）。これ甚しき墾
則なるが爲めに、手綾を愼重にするを必要と認めたるに由る。
　脛過的事態に特有なる世襲農園の夫婦共有の場合に於ては、
第一部類者に先立つて配偶者が相績人となる場合あること（1．
DV・§62111）は既述の通りである（註）。　か㌦る夫妻が法定の順
序による相績方法を攣更せんとせば、遺言又は相績契約の方法
を以て、共同にても軍濁にても之を爲すことを得る　（1．DV。
§6211）。相互的に相手方を惣領と定むる場合、一方のみが他方
を惣領と定むる場合、夫婦の一方死亡すれば双方の持分共、夫
の持分の法定又は指定の惣領に移轄すべしと定むる場合、反封
に妻の持分の法定又は指定の惣領に移轄すべしと定むる場合、
夫婦の一方が死亡すれば先づ他方にその持分は相績せられ更に
その者の死亡に際して第一死亡者の法定又は指定の惣領に全部
を相績せしめんとする場合、等の諸場合があり得る。上述第三
の場合に於ては必す夫妻共同にて遺言を作成し叉は相績契約を
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締結すべきである。これ等の場合に於ては原則として惣領裁判
所の同意を要しないのであるが、若し憂更が、軍濁有ならぱ惣
領裁判所の同意を要すべき事項に關聯して居るときには之を要
する二と勿論である。法律施行後に作成せられたる上述の事項
に關する遺言叉は相績契約のみならす、それ以前の作成に係る
ものと難も裁判所の同意以外の要件を凡て具備する限り有敷な
るものとして取扱はれる。否、第二施行令實施の當時帥ち1933
年12月21日迄に作成せられたるものなるときは、なほ惣領
裁判所の同意は必要なきものとせらる㌧のである（2．DV．§511）。
　（註）　本稿第63頁参照。
　　　　　　（ホ）特例に驕する諸規則
　経過的事態に於て世襲農園の複藪所有が許されるのみなら
す、將來も世襲農園の分割が許され從つて一人にて複薮の世襲
農園を所有するに至ることが屡宝起り得る。か㌧る所有者につ
き相績が開始せる場合にはそれ等の世襲農園は一個づ㌧別々の
人（惣領）によつて相績せられる。而してその蹄属は惣領たるべ
き者の選揮に從ふ（IEHG．§231）。選揮権は先づ被相綾人が一
個の世襲農園を有したりしならば第一に惣領として相績すべき
地位に在る者によつて行使せられる（註一）。そして残れる世襲農
園は當然に次順位者によつて相績せられる。若し遺されたる世
襲農園三個以上存する場合には、次順位者によつて更に選揮が
行はれ、四個以上の場合には再び之が繰返されるのである。從
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つてか㌧る場合には惣領が世襲農園の藪に慮じて存在すること
㌧なる。先順位者相當期問内に選揮権を行使せざるときは後順
位者は惣領裁判所に申講して選揮の期問を決定せしめ、その期
問の徒過によつて選揮権を獲得することが出來る（註二）。選樺
は世襲農園所在地の裁判所に封する一定の形式を具へたる意思
表示によつて爲さるべきである（EHG。§2311）。既に世襲農園
を有せる者が惣領の地位に立ちたる場合にその者が遺産たる世
襲農園と比較考量して選揮を爲し、若し前者を取るを有利と考
ふるときは固有のものを次順位者の爲に拠棄して相績を爲すこ
とを得るは嘗て述べたる所であつて．右に述ぶる所と全く同一
の立脚黙に立つ（EHG．§22）。尤も此際には、拗棄を爲したこ
とによつて固有世襲農園に附随する債務の支沸義務を免脱する
を得ないことを留意せねぱなら漁（：EHG・§221v▽）（註罠）。
　（註一）Saure3S・4L
　（註二）Siefbrt：S・113・
　（註罠）逡産取得については第54頁を、債務の黙については第71頁以下参
　　照。
　上述の惣領は世襲農園一個のみを相綾し得るといふ原則に封
しては例外が存する。帥ち、此法律施行の後最初に行はれる相
綾の際には、若し惣領が被相績人の息子又はその男子たる直系
卑属（第一部類者）であり、且二個の世襲農園の合計面積が125
Hr．を超えざるときは、その惣領は全部一人にて相績し得る。
但し豫め遺言又は相綾契約によつて特に定められたることを前
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提とする（EHG・§58）。被相績人一人にて二個以上の世襲農園
を有したる場合のみならす、父母（租父母）が各糞一個の世襲農
園を有し、息子相績する場合亦同じ（註）。
　（註）　Sie飴rt：S・223、
　惣領たるには濁逸國籍を有せねばなら濾といふ原則に封して
は例外が置かれてゐる。例へぱSudetel1－DeutSGhe皇Pちチェコス
・バキアに住する濁逸人、叉は嘗ての濁逸領植民地叉は戦雫に
よりて割譲したる地域（ボーセン、ダンチヒ其他）に於ける本來
の濁逸人にして現在外國入たる者が、惣領たるべき順位に在り
ながら唯外國入たるが故に惣領と爲り得ざるが如き場合には、
此鮎を多少緩和する要がある。よつて世襲農園法第二十九條は、
若しか」る立揚に在る外國人が相績の拠棄を爲し得る期問内
（BGB・§1944－1957）（註）に國籍賦典の申請を爲さぱ、一慮其者
を惣領として取扱ふこと㌧した（EHG．§29111）。尤も其申請が
却下せられたる場合に於ては、遡及的に其者は惣領たらざりし
二と」憂する（同上）。
　（註）　なほ本稿第74頁参照。
　　　（へ）一般邊産（世襲農園以外の財産）の相績灌
　世襲農園以外に遺産ある場合、例へぱ世襲農園たる資格を敏
く農地叉は森林地、市街宅地、動産有憤讃券現金等ある場合に
於ては、世襲農園と分離して民法の一般原則に從つて相績が行
はれる（：EHG・§33）。若し負債を件ふときは完濟に至るまで此
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一般遺産を以て辮濟せねばなら濾。辮濟して鯨剰ある場合に初
めてそれは民法上の相績人に分配せられるのである（：EHG．§34。
351）。若し惣領が本來寄子その他の者と同順位又は異順位に於
て相綾椹ある場合には惣領も亦一般遺産につき相績椹を有す
る。但し彼の本來の相績分が、受けたる世襲農園の負捲を控除
したる場合の慣額、即ち所謂純憤額（Reinertrag）より大なる
時に於てのみ、且その差額についてのみ之を有する（EHG．
§3511）。相績分の計算は純遺産に世襲農園の純憤額を合算した
ものが基礎となる（註一）。被相績人が相績開始前既に相績人に與
へたるものある場合、例へば濁立資金・嫁資等の供與ありたる
場合に於ては、相績分を定むるに際し遺産中にその慣額も合算
せられる（註二）。而して本來ならば遺産につき何等相績権を有せ
ざる者例へば被相績人の兄弟が、世襲農園法の規定により惣領
となりたる場合には、其者は一般遺産の相績に加はらない。從
つてか」る合算の要なきは言ふ迄もない（註三）。
　（註一）Saure：S。48ヲS三e飴rt：S・144・
　（註二）　Sie色rt＝S．146・なほBGB・§2050以下参照。
　（註三）Sie飴rt：S・144・
　　　　　　（卜）負債の負澹、分澹
　被相績人の負債については、惣領虹に民法上の遺産相績人は
蓮帯債務者として責任を負ふ。その債務が世襲農園に關する所
謂農園債務HofSGhuldなbと否とを問はない（註）。これ債権者に
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勤する外部關係である。
　（註）　Siefbrt3S。142．なほBGB§2058参照。
　然しその内部關係に於ては、後に述ぷる扶養請求椹、養老槽、
用盆梅等に封懸する義務、農村負債整理法に從つて生じた整理
地代：Entschuldungsren七e等の特殊なるものを除き、あらゆる
債務は世襲農園以外の遺産帥ち一般遺産の負捲する所である
（：EHG。§341）。たとへ世襲農園に登生の原因を有し叉は附着せ
る債務、例へば世襲農園上に抵當権を有する債務の如きものた
りとも、なほ一般遺産によつて負罐せられる（EHG・§341）。若
し斯くして庭理するもなほそれの完濟を見ざるときにはこ㌧に
初めて世襲農園を受けたる惣領が負澹を爲さねばならぬこと」
なる（EHG・§3411）。かくなるときは爾後民法上の相績人は分
澹を免れ、惣領のみ之を完濟する義務を負捲する（同上）。斯く
規定する所以のものは、出來得る丈け農園の負澹を輕くしその
経螢存績を容易にせんが爲である（註一）。この寄子等に勤する負
澹冤除は、彼等に封して相綾補償権（A砿ndungsrec五t）を認めざ
ること」表裏を爲すものである。勿論負債の附着する遺産を嫌
ふ寄子は相績の拠棄を爲すことを得るも（BGB．§1944－1957）、
之を爲さざるときは民法第千九百七十五條以下に從つて庭理
（遣産管理Nachl鴻verw乱1七ung，遺産破産NachlaBk・nkurs其
他）を爲すべきこと』なる（註二）。
　（註一）　　Sユefert：S。143．
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　（註二）同上。
　相績財産中に二個以上の世襲農園あり、それが各別の惣領に
よりて相績せられたる場合に於ても、鋼外的には即ち遺産の債
椹者に封しては、通常の場合と同じく各相績人は連帯債務者と
なる。た窒封内的に、如何に一般の遺産負債を分澹するか、叉扶
養の義務、職業教育の義務、凋立資金供與の義務等を果したる
者に墳補の請求権を典ふるか否か葉問題となる。一般の負債に
ついては、各個の世襲農園の純債額の割合に慮じて按分せられ
る（EHG．§3611）。扶養の義務はその権利者の選樺に從ふ（：EH（先
§361）。　それの費用を事後に於て他の惣領が分捲清算すべきや
否やについては學者間に雫あり、有力なる反饗あるも分澹すべ
きものとするを正しと考へる（註一）。蓋し文理上如何に解せらる
㌧とするも、特に一方にか㌧る負搬を爲さしむるの不公卒を許
容する理由がないからである（註二）。こ㌧に言ふ扶養の義務は廣
義に解し、敏育の義務、家庭復蹄（蹄住）を許容するの義務、被
相績人の生存配偶者を扶養するの義務を包含するとするのが通
読である（EHG．§30，31）（註三）。職業致育拉に濁立資金供與の義
務は凡ての惣領が共同して負澹する（GEE§361）。連帯債務な
る故、権利者は各義務者に鋼して全額の請求が出來る。扶養請
求権と此黙に於て異る。蓋し後者は一旦選揮すればその者に封
してのみ請求し得るに過ぎないからでゐる。尤も事後に於て世
襲農園の純憤額に慮じて分澹清算すべきことは前者に於ても亦
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同じ（E且α§361）。
　（註一）反封Siefむrt：S・148、同説Vogels§36Bem・2・
　（註二）　被扶養者が劣働を給付することを考慮する者もあるさあらうが、常に
　必ずしも雨者は封鷹するものではないから、不公耶な結果となる。
　（註三）Siefbrt＝S・148。
　　　　　　　（チ）相績の拠棄
　惣領は世襲農園の相績を承認し得ると同様批棄することも亦
自由なりとせられる（EEG．§29）。世襲農園以外に一般遺産あ
り而も惣領がその相績椹を有する場合には、惣領は全部を拠棄
する二とも、世襲農園のみを鋤棄することも、又一般遺産のみ
を拠棄することも爲し得る　（：EHG．§291）。世襲農園のみの相
績の拠棄については、（1）拠棄の意思表示が遺産裁判所（Nach－
1agsgeric五七）でなく惣領裁判所に封して爲さるべきこと、（2）拗
棄を爲し得る期間は相績開始を惣領が了知したる時を起算黙．と
すべく、（3）死因庭分ある場合にはその内容を了知したる時を
起算鮎とすべしとせらる㌧の外、凡て民法の規定が適用せら
れる（EHG・§2gIII　l　BGB。§1944－1957）。從つて後見に服する
者が拠棄を爲さんとするに際してはその後見人の同意を得るこ
とを要するは勿論である（BGB．§1822）。
　　　　　（リ）寄子weichenαer　Erbeの地位
　民法に依つて惣領と同一地位に於て相績人たる者（寄子）は、
世襲農園法施行せられてよりは世襲農園を相績する権利を失
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ひ、非常にその利盆を害せられる。農園以外に一般純遺産が寄
子を満足せしむる程度に存する場合は、現在の濁逸農業者の状
態にては甚だ稀有の事例に属するからである。然らば他の立法
例に於て屡よ見るが如く、農園の純債額と一般純遺産とを合算
したる額を共同相績人の藪にて除したる額と、一般遺産中より
寄子が實際受くる額との差額につき、寄子の惣領に封する所謂
補償権A煽ndungsreGhtを認めてゐるか。否、これは全然認め
られて居ら露。金鏡を以てする補償の制度は濁逸に於ては相當
廣く行はれた慣習であつたが、その結果は農園の負携過重とな
り途に世襲農園制度自禮を危殆ならしむることが脛験上明らか
なので、新世襲農園法は断然此慣習を贋棄した。そして軍に農
園にて生活する権利、（扶養権Un七erh翫lt）敏育（Erziehung）を
受くる権利、職業的訓練（Berufsausbildung）を受くるの椹、濁
立資金（Auss七a七tmg）嫁資（Auss七euer）の供典を請求するの
権、蛇に責なくして困窮せる場合農園に露りて居佳し生活する
の権利（蹄’庄HeimatzuHucht）のみが認められた（EHG．§30）。
　扶養権中には日常生活需要を瀧すあらゆるものを含む。食
事、住居、衣服、讐療、小遣等を受くるの権はその主なるもo）
である。尤もその程度は農園の生産力の堪へ得る限度を以て足
りる（EHG、§301）。致育を受くるの権についても亦同じ（同上〉。
満二十一歳に達すれば此権利は滑滅すべく、たとへ寄子が精神
又は身膿に歓陥ありて自立し得ざる場合と錐も此権利は溝滅に
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蹄する（同上）（註一）。尤も民法第千六百一條以下に基く扶養を受
くるの機利は此限でない。か㌧る義務を怠れば惣領は不名碁者
となる。農園にて生活し敏育せらる㌧寄子は、慮分の勢働を爲
す義務凌）るや否やについては、法律に何等の規定が無い。當該
地方の慣習に從ふの外なきものと思ふ（註二）。
　（註一〉Sifbrt3s・133・
　（註二）S三e飴rt：S．132・
　職業的訓練を受くるの権利については、年齢に制限なきこと
虹にその種類方法等については何等の制限なく、唯程度につき
各個の世襲農園の堪能力を限度とすべきものなる旨を述ぶれば
足りる。
　濁立資金供典の請求権拉に嫁資の請求梅は當該世襲農園の生
産力の限度に於て行使し得る。一時金たることを原則とすべき
も、過渡期に於ける次三男虹に娘の期待侵害を緩和する爲には、
年賦による供與も亦容認せらるべきである。蓋しその方法によ
りて通計して相當額を受くることを得るからである（註）。凋立
資金を現金にて渡すか又は住宅の建設、移民地の買牧供與等の
現物提供の方法によるかは、當事者問の自由なる協定に委せら
れる。唯法律は後者を望ましき事としてゐる（EHG．§3011）。
　（註）　　同説、　Sまe長）rt：S．134。
　蹄住灌（Heim乱七zuHuchtrecl1七）は唯寄子叉は惣領の父母が責
なくして窮迫せる場合にのみ登生する。公共の扶助を受けてゐ
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ることは此権利の登生に何等妨となるものではない（註一）。　蹄
佳せる者は惣領の家族と同等に待遇せらるべきや否や。此鮎に
ついては學者問に雫ありと難も、之を積極に解するを正當なり
と信する（註二）。蓋し寄子は民法に從へば惣領と同等の地位に立
つべかりし者であり（都會地所有者の相績の場合を想像せよ）、
家族として待遇せらる㌧につき資格上何等飲くる所なく、且つ
それが世襲農園の過重なる負捲となる惧あbとの考（註副は、惣
領はた壇當該世襲農園の力に堪へ得る限度に於てのみその義務
を果さぱ足るものなることを忘れたるものである。堪へ得ざる
揚合には之を拒絶することは何等惣領を不名碁者と爲すもので
はない。而も蹄佳せる者は自分に相慮する勢働の提供せねぱな
ら露義務を負ふものなる故（：EEG・§30111）、然く解するを穏當
と信する。
（註一）Sie免rt：S・135・
（註二）同読Vogels・反封S三elbr電3S135多Wδhrm批nn。
（註篇）　Siefbr㌻3S・135・
　惣領死亡後その者の惣領となれる者は、なほ前代の蹄任権者
の梅利に服せねばならない。　これ法文にr農園に蹄往す云々」
とあるによつて明らかである（註一）。從つて蹄佳権は世襲農園に
封する一種の物上負捲の如きものである。それが物権なりや否
やについては雫あるも、内容の不確定・登記の不能等種々物灌
的性質に敏くる所あるが故に否定に解するを正當なりと信する
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（註二）。
　（言主騨一）　EH（王　§30　（3）　Geratβn　sie　un▽erschuIdet　in　Not　so　kδnnen　sie匙uch
　　noch　sp翫ter　gegen　I£istung我ngemessener　Arbe至tshilfわauf　dem　Hof　Zufiuch窒
　　sucken（Ee三m窃tzuHUC五t）・下略。
　（註二）　濁邊法にては、登記は土地物穫の成立要件の一部を成すもので（BG：B・
　　§783）、我國法の如く封抗要件に過ぎざるものとは異る。
　　　　　　　　（ヌ）生存配偶者の地位
　寄子と共に新世襲農園法によりて甚しく其地位を劣等化せら
れたる者は被相績人の配偶者である。生存配偶者は民法に依れ
ば相績権ありしに、新法に於ては全然世襲農園の相績椹者の内
より除かれてゐる。唯夫妻共同世襲農園の相績に際し、夫が死
亡せる妻の持分につき惣領たる地位に立つことあるのみ（1．DV．
§6211132．DV．§5111）。
　か㌧る劣等化の代償として法律は、生存配偶者が惣領に勤し
て生存中相當なる庭遇を爲すべきことを請求する灌利所謂養老
権（Altenteilsτecht）を與へた（IE且G・§31）。但し次に掲ぐる
が如き種存の前提を満すことを要する。
　第一に共同相績人叉は遺留分権者なることを要する　（：EHG、
§31）。民法第千九百三十一條に依れば、配偶者は場合に慮じ遺
産の一部叉は全部の法定の推定相績人であり、且同法第二千三
百三條により遺留分権者である。カヘる権利を豫め喪失せざり
しことを要するのである。
　第二に右の如き権利を拠棄することを要する。勿論、世襲農
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園の相績権は存在しないのであるから、所謂一般財産（erbhof－
freies　Verm6gen）に勤する相績権の拗棄である（IEHG．§31）。
　第三に固有の財産を以てしては生活し得ざることを要する
（同上）。尤も固有財産を責沸つてまで生活費に充てたることを
要件とはしない。それの利用に關してのみ問題となるに過ぎ
ぬ。
　以上の如き要件を満す場合には、被相績人の配偶者は、農園
に居佳する権利、衣服、小遣鏡、讐療等を受くるの権利を有す
る。右の要件を満さざる場合と難も居佳のみは許容すべきもの
と解する（註）。若し養老権者が再婚したる場合には、此椹利は
その理由によつては滑滅しないが、事實上此権利は行使せられ
すして終るであらふ。蓋し問題となるは多くは寡婦であり、再
婚せる寡婦は、第二の夫の財産叉は牧入によつて生活すること
を得て實家の惣領に養老を求むるの必要を失ふからでめる。
　被相績人の配偶者の法定用盆権拉に惣領の母の用盆権等、経
過的事態に特有なる権利については既に述べた（註）。
　（註）　101頁以下滲照Q
　　　　　（三）世襲農園の引受（隠居）
　法律はその第三十七條第三項に於て、百姓の生存中法定叉は
指定の惣領が世襲農園を引受けんとする場合には、惣領裁判所
は之に封して許可を與ふべしと定めてゐる。即ち百姓が病氣老
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衰其他の事由により農園の完全なる経螢不可能となりたる場合
には、死亡を侯たす農園を惣領に移轄せしめて、之を完全に経
螢せしむることはr民族蛇に國家の健全保持」の爲に寧ろ好ま
しきことであるからであるQ
　然しながら法律はその方法虹に敷力に關し何等詳細なる規定
を置いて居らない。傍つて是等に關しては、世襲農園法の精神
に違反せざる限り民法の規定を援用し、且條理によつて之を定
めアぶけれをよならアよ㌧、。
　先づ隠居は民法第三百十三條により、裁判所又は公謹人の作
成する謹書による契約の形式を探用せねばならない（註一）。蓋し
土地所有椹移轄契約なるが故である。契約當事者は、本來農園
所有者たる百姓と農園所有者となるべき惣領とであるが、この
契約が相績の際に於けるが如き敷果を登生するや否やについて
は法律に何等の規定がない。從つて世襲農園法第三十條虹に第
三十一條に基き、（死亡による）相績に際してならば扶養を受く
るの権、致育せらる㌧の権、濁立資金請求灌、蹄住権等を有すべ
かりし卑属蛇に配偶者が、果してか㌧る権利を享有し得るや否
やに就いて疑を生する惧れ充分に存するのであるから、それ等
の卑屡蛇に配偶者も契約當事者に加はり、詳細に亙つて規定を
爲すべきものである（註二）。若し力八る者の権利保障の規定を敏
くときは、惣領裁判所はその隠居契約を許可すべきではない。
但し若しこれ等の者にして契約作成に参加することを拒絶した
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るときは已むことを得ざるが故に、その旨を謹書面に記載すれ
ば足るとすべきである（註三）。
　（註一）Sie‘ert：S．166．
　（註二）Siefbr“S．165。
　（言主三）　　Siefbrt＝S。165，167・
　膿居に際して世襲農園と共に一般財産（erbh・岱eies　Vermδ一
gen）をも移轄せんとするときは、その旨慮居契約中に記入する
ことを得るが、その際には必すそれが一般財産たることを明記
すべきである。隠居契約中は、移轄せらるべき積極財産の種類
藪量は言ふ迄もなく、被傭人の藪に至る迄記入せる明細なる財
産目録を調製し、又公租公課を初めとし農園の負推する負債、移
轄に際し設定せらる㌧隠居者蛇にその配偶者叉は直系卑屡の、
一一部土地利用権（又は家畜利用権）等についても、詳細に規定せ
らるべきである。
　隠居が相績と異る重要なる一黙は、世襲農園移轄後に於ける
隠居者の存在である。隠居者は隠居料をその生涯の問受くるこ
とが出來る。たとへ從前より世襲農園以外に一般財産を有して
居りそれをなほ保持しつ㌧ありとも、隠居料の請求権ある旨を
規定することは許さるべきことである（註一）。その額は第三十一
條所定の養老権の額を超ゆることも亦可能である。然しながら
過大なる隠居料の負搬は世襲農園の健全なる経螢を危くする。
よつて此限度を超過せぬといふ制限に服すべきは勿論である。
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一部地方の慣習に、隠居者死亡するもその生存配偶者に封して
なほ同額の隠居料を支出すべき旨を約するものあるも、かくて
は惣領の家族の増加等による支出の増大と均衡を失すること＼
なるが故に、許さるべきでないと考へる（註二）。
　（註一）Sie免rt3S。169。
　（註二）同上。
　然らぱ何等慮居料につき規定を置かざる場合叉は充分なる定
なき場合の権利義務關係如何。引受人（Obernehmer）即ち惣領
は、蔭居者を拉にその配偶者を一生の問最善を審して扶養すべ
きものであり、若し之を怠るか又は拒絶するときは不名碁者た
るの制裁を受くべきものである（註）。
　（註）Siefbrt＝S・168・
　懸居者の有すべき個かの権利についての説明は今之を省略す
る。詳しくはSiefert著の世襲農園法第二版百六十九頁乃至百
七十五頁滲照。隠居者に封する給典を金銭にて爲すか又は現物
にて爲すかは事情に從ひ軌れとも定め得る。費目としては醤療
拉に看護が重要なるものたるは自然である。要するに農園の登
展又は衰微により額の増減を來すが如き規定方法に非ざれぱ相
當自由たるべきである。蓋し農園新経螢者の努力による利盆は
その者によつて享受せらるべく、叉その者の怠慢による損害を
慮居者が分澹すべき理由がないからである。隠居料についての
物権的保障の設定は、世襲農園に封する強制執行が禁止されて
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ゐるのでめるから、如何なる方面より見ても殆んど無意味なも
のでめるが、永年の慣習により入役樺（bescぬ「蕊nkte　pe「s6nlic飴
：Die：nstbarkei七）の設定を喜ぷ者あるべきことを慮り、第一施行
令は、世襲農園上の地役権蛇に人役権設定は惣領裁判所の認可
を経る二となく登録し得べきことを定めた（1．DV．§641）。蓋
し無害なるが故である。
　被相績人の卑鰯に翼する引受人（相績人）の關係は、百姓の死
亡に因る相績の場合と全く異ならない。共同相績人たるべかり
し者に封する引受人（相績人）の補償義務について．契約中に規
定を置いても、それは濁立資金供與義務として理解せらるべく、
從つて個人主義的財産観に立脚せる軍純なる負澹なるときは何
等敷力を生するものではない。例へぱ、慮居契約前既に慮居者
より生活に充分なる財産を供與せられたる者は、補償権（實は
濁立資金請求権）を主張する資格を有しない。尤も引受人（相綾
人）がそれ等の者に封して、絵裕の内より任意に支梯ふことは
禁止の限でないと解する（駐）。
　（註）Sie也rt；S・180・
　隠居契約を作成し一旦数力を曇生したる後之が内容たる條項
を礎更し得るか。當事者全員の同意あらば、惣領裁判所がその
全員の出頭を受けて裁判上の和解の形式に於て内容の墾更せら
れたる讃書を自ら作成することも可能であり、或は又全員の委
任を受けたる公謹人が内容を憂更すべき補完謹書を作成するこ
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とも亦可能である。か㌧る方法以外によつては獲更し得ざるも
のと解す。
　隙居契約を理由として法律上の雫が登生したる場合には、死
亡による相績の場合と異り、惣領裁制所にその管轄権が無い。
從つて通常裁判所に管轄灌があるわけであるが、專門的理解を
充分に期待せんとせば、當事者は合意を以て惣領裁判所を仲裁
裁判所と定め、その判断を受くることが最も適當の庭置であら
ふ（註）。
　（註）Siefbrt：S・183・
　　　　　　六　世襲農園の監督助威施設
　世襲農園制度は世襲農園の存在就にその關係人の権利義務が
明確にして雫なきときに初めて繁榮し得る。依つて法律は先づ
地方自治膿首席者（Gemeindevorsteher）をして、世襲農園の明
細なる目録を調製せしめ（1・DV．§3411§431）、それの確定を
侯つて、各惣領裁判所に備ふる世襲農園登記簿に職椹を以て登
録すること㌧なし（EHG・§IIII）、文書によつて権利義務の一
目瞭然たるべきことを期した。更に、世襲農園に關する雫を適
當に庭理する爲に、原則として各’匿裁判所と同一の土地管轄を
有する惣領裁判所を、それの上級審として各州に世襲農園裁判
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所を、全國に封しては國世襲農園裁判所を特設し．而も常に職
業判事の外に陪席として二名の百姓たる資格を有する素人判事
を加へて裁判所は構成せらるべきものと定め、そしてその手繧
には凡て非訟事件手績法の原則が適用あるべきものとした
（：EEG・§461；1・D凧§11）。而して百姓のみならす田園生活者
を殆んど全部包含する農事團（N甑rstand）の指導者たる遜百姓
指導者、州百姓指導者蛇に國百姓指導者の協力をも求めて、此
世襲農園制度の監督助成の完全を期してゐる（EH（先§54usw。）。
以下是等につき分読しよう。
　　　　　　　（一）世襲農園登記簿
　世襲農園法施行後も土地墓帳（Grundbuch）は嚴存する。蓋
し、市街宅地は世襲農園となることを得す、農林地と錐逢、主膿
叉は客膿に關する要件の敏F臼によつて、世襲農園たり得ざる土
地は多歎存在するのであるから、土地塵帳制は土地一般に關す
る基礎的制度として存在せしむる必要があるからである。世襲
農園登記簿は各惣裁判所に備へらる㌧それ自膿完結せる濁立の
帳簿であるが、各登記所（Grundbuch乱m七）に備へつけられた
る土地墓帳との關聯に於て之を見るときは、それの補助簿とも
言ひ得る。
　市町村長は、世襲農園の大さにより125Hr．を限界としてA
（通常）、B（特別）の二類に分つて、各世襲農園毎に表紙、目次
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を附して調査簿を調製し、各筆毎に大さ使用目的等法定要件を
記入する（1．：DV．§34〉。之を受けたる惣領裁判所長は、登記
所に照合して記載の眞偽を確め、それを基礎として裁判所の調
査簿を作成し（1．DV．§35ff）、その複本を市町村長虹に’匿百
姓指導者に途付する（1・D凧§39）。若し後者にして異議を提
起せざるか又は異議が成立せざるとき、初めてそれの世襲農園
登記簿（Erb五6ferrolle）への登載が職権を以て行はれる（EHG・
§4611．DV．§12，40，41）。
　世襲農園登記簿に登載せらるればその旨土地登記所に通知せ
らるべく、通知を受けたる登記所はその備ふる土地墓帳中にそ
の旨を一筆毎に記入し、且それを他の土地と分離する。か曳る
登録蛇に記入が世襲農園登生の要件に非すして、軍なる事後手
績たることは嘗て述べたるが如くである（註）。　此登録の正否は
定期に十年毎に瞼査を行ひ（1。DV・§461）、叉その期問内と錐
も惣領裁判所長は、完備せるや否やにつき注意を怠るべからざ
るものとせられる（LDV・§47）。
　（註）　本稿第24頁参照。
　世襲農園として世襲農園登記簿へ登載せられたるときは、そ
の土地は世襲農園たる資格を有するものと推定せられる（2・DV・
§11）。
　世襲農園登記簿への登載蛇にそれに關して生じたる孚（異議
等）の裁判に就いては全く登録税虹に訴訟印紙税を課せられな
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い（：EHG．§5211）。世襲農園所有者の死亡その他により相績開
始したるとき、其他土地の所有が移轄したる時に於ても、相績
税蛇に土地取得税は課せられない（：EHG・§5511．Dマ§67）。
　　　　　　　　（二）特設裁判所
　惣領裁判所（Anerbengericht）は、世襲農園に關する事項につ
き認可又は許可を典へ、或は孚となbたる場合に第一審として
裁判を行ふ。惣領裁判所に管轄椹ある事項については通常裁判
所は裁剰権を有せない（：EHG・§4011）。所謂專属管轄である。
土地管轄については、世襲農園の脛螢所を標準として之を決し
（EHG。§421）、疑ある場合には同一世襲農園裁判所管轄内なら
ば直近上級裁判所たるその所長の指定を受くべく（EEG．§4211〉、
然らざる場合には非訟事件手績法第五條に從ひ、先に關係した
る裁判所を管轄する世襲農園裁判所々長にその指定の権限あり
とせられる（註）。
　（註）　Sielbrt；S・203・
　惣領裁判所の管轄する主なる事項は、（1）世襲農園たること
の認定（EH住§10）、（2）世襲農園所有者又は惣領が百姓能力
を有するや否やの認定（IEHG。§13m，§18〉、（3）其の地方の相
績制が長系相綾なるや末系相綾なるやの認定（EH：G・§21）、（4）
法定事項に憂更を加ふる遺言の認可（EHG・§25）、（5）卑属・爾
親・配偶者の扶養蚊にそれの歎世襲農園への分配の決定（EH（｝・
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§32，36）、（6）多藪惣領問への相績借財の分配（EHG・§3611111〉、
（7）世襲農園又はその一部の譲渡虹に負澹設定の許可（：EHG・
§37）、（8）世襲農園の管理権、用盆権叉は所有権の剥奪（：EHG・
§1511111）、　（8）三年を超ゆる世襲農園の小作の認可　（1・DV・
§6411）、（10）世襲農園の分割（1。DV・§64111）、（11）一部叉は
全部に封する世襲農園たる資格の剥奪（1・DV・§64皿）等であ
る。
　惣領裁判所の決定に封して不服ある者は、上級審たる世襲農
園裁判所（：Erbhofgeric五七）に勤し、二週問内に於て即時抗告を
爲すことが出來る（：EHG．§481111）。但し前述第五號第六號事件
については許されない。申立権者は、凡ての關係人虹に一定の
事項については匠百姓指導者である（EHG・§4811）。世襲農園
裁判所の決定に勤して不服ある者は、國世襲農園裁判所に勤し
て更に二週問の期間内に即時抗告を爲すことが許される（EH：G・
§4911エ1）。　但し第二審の決定に於て新なる理由登生したる場合
に限る（EEG．§491v）。即ち一審二審共に同一なる決定を受け
たるときは、たとへ決定理由を異にせる場合に於ても上訴は受
理せられない。國世襲農園裁判所は自判するも他の世襲農園裁
判所へ移迭するも自由である（註）。
　（註）Sie飴rt：S・214・
　世襲農園に關する特設裁判所に於て最も特色をなすものは、
その構成である。即ち惣領裁判所を初め世襲農園裁判所拉に國
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世襲農園裁判所は、それぞれ二入の素人判事を加入せしめて構
成せられてゐる瓢である。これ等の者は審級の異るに随ひ惣領
判事（Anerbenrichter）、世襲農園判事（Er1）五〇fric：hter）又は國
世襲農園判事（ReichserbhOfrichter）と稔せられ、一定の事務的
手績を経て世襲農園所有者の内より任命せられ、三ケ年在任す
る。重任も亦認められる（1・DV・§1－4）。是等の素人判事は判
事として宣誓を行ひ、裁判に當つては職業判事と全く同一の職
権を有する（1。DV・§4∬IIII）（註）。尤も之は努働裁判所法（§611
usw。）に於ける構成方法を探用したもので全く新なる考案と言
ふことは出來ない。
　（註）此黙陪審裁判に於ける陪審員と異る。
　か㌧る惣領判事等の外に、惣領裁判所にては裁判長、世襲農
園裁判所にては裁判長と二入の陪席とが、職業判事の内より一
ケ年の任期を以て補職せられる（：EHG，§41111，43111）。國世襲農
園裁判所に於ては、或は所長たる資格に於て國糧農大臣自らが、
或は彼の推薦にか」り大統領によつて任命せられたる副所長
が、或は又各部の部長が裁判長となり、、他の二人の職業陪席判
事拉に國世襲農園判事（百姓）と共に裁判を行ふ。大臣以外の裁
判長拉に職業到事はその生存中（六十八歳停年）叉粂任の場合は
本職の繊績中そして少くとも三年間は在任する（2。DV．§8によ
り改正せられたる1・DV・§6）。國世襲農園裁判所の裁判にして
他の部又は聯合部の決定と異りたる決定を爲さんとする時は、
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聯合部の決定によらねばなら濾。此際には、所長叉は副所長が
裁判長となり、四人の職業判事虹に四人の百姓判事が陪席とな
つて構成が行はれる（L　DV，§6勘）。
　　　　　　　（三）百姓指導者
　世襲農園制度の蓮用に當り、刑事々件叉は人事訴訟事件庭理
に於ける槍事の職に類する職権を行ふ者は、百姓指導者（Bau－
ernf曲rer）である。即ち、逼1百姓指導者（Kreisb乱uemfOhrer）
は惣領裁判所より世襲農園調査簿の篤しを受領したるときは、
その登録が全部叉は一部に關し不適正ならざるや否やを槍し、
不當なる黙を登見したるときには一ケ月以内に惣領裁判所に封
して異議（Einspruch）を申立つべく（1・DV・§39）、又十年毎
の定時槍査の際叉はその間の随時槍査に際して爲さる」登記簿
の訂正に蜀しても、右と同様の職椹を有する（1．DV・§47）。雫
となりたる事件にして被相績人の直系卑属又は生存配偶者に封
する扶養義務に關するもの以外の事件なるときは、裁判所の決
定は旺百姓指導者に職権を以て迭達せらるべく、彼はその決定
に勤して即時抗告を爲すことが出來る（EHG。§4811）。
　世襲農園裁判所よりは、同様に州百姓指導者に迭達が爲さ
れ、そして之に封する即時抗告を爲すことを得しめる　（ERG・
§4911）。而も此場合に於ては訴訟當事者と異り、一二審共同一の
決定を受けたる揚合と錐もなほ抗告し得ること㌧せられてゐる
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（EHG・§491v）。蓋し當事者の如く不必要なる抗告を提出する
の惧なき爲である。何故に斯くの如く百姓指導者に抗告の職権
を與へたか。固より彼等が全國農事者團艦の幹部にして世襲農
園制度とその一般的職権が甚だ密接なる關係に在ること、從つ
て世襲農園制度をよく理解し、且實施の歌況をよく知れるに因
るのであるが、決定が非訟事件手績法第二十條第一項準用の結
果、當事者のみならす第三者をも拘束すること」なるが故に、彼
等をして決定是正の職を行はしむるに至つたものと考へられる
（註）。
　（註）　同趣旨Q　Sie免rt；S・210・
　百姓指導者は決定に鋼する抗告提起の樺能を有する外、なほ
惣領判事、世襲農園判事の任命に當りその入選を爲して提案す
するの権を專有する（EHG・§44）。帥ち惣領判事は州百姓指導
者の提案により世襲農園制事は國百姓指導者の提案によつて、
州司法長官によつて任命せられ、國世襲農園制事は國百姓指導
者の提案により國糧農大臣によつて任命せられる（1・DV・
§6v皿）◎
　　　　　　　（四）裁判の敷力
　惣領裁判所、世襲農園裁判所、國世襲農園裁判所の爲せる決
定は、民事訴訟法の規定に從つて執行し得る（EHG・§50）。然
しながら實際上それ等の裁刹所の爲す決定は、特に執行手績を
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要せないものが多い。例へば世襲農園たる資格の有無、百姓能
力の有無、長子系叉は末子系相績慣習の行はれてゐる地方なり
や否やの認定等の事項即ち之である。反之、第十五條に基く所
有権管理権等の剥奪の決定あり而も之が實行に服せざる者があ
れば、其者に封しては民事訴訟法の規定に從つて強制執行が行
はれ、明渡が實現せられる。か』る執行手績の受訴裁判所が通
常裁判所なりや惣領裁判所なりやについては明文を歓くが、惣
領裁判所等の特設裁判所なりとするを正當と考へる（註）。
　（註）　同説o　Siefert：S。216．
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第幽　結 語
　以上を要するに、先づ本法が規定せる世襲農園制度は、從來
存在せし世襲農園制度に比し、趣旨は同一なるもその程度を遙
に逸脱してゐることが看取出來る。第一に世襲農園に關する限
り否認に近きまでの遺言自由の甚だしき限局、第二に所有権剥
奪制の設定（EHG㌔§15111）、第三に所謂共同相績人の補償椹否
定、第四に生存配偶者の相績権の全的否認、がその最も顯著な
る諸鮎である、世襲農園の不融通物化も亦BGB・に封する著し
き特色として銘記すべきものである。
　此法律は嚴格なる意味に於ては肚會立法とは言ひ得ない。蓋
し没落せんとする農民を保護する鮎に於ては肚會立法的ではあ
るが、最低7．5ELと限つて、それ以下の小所有者蛇に無産者
たる小作入の保護を度外覗してゐるからである。要するに自作
農保護の精神に終始して居り、耕作地の完全経螢を主眼とし併
せて健杢なる農民層の確立を目的としてゐる。
　右の目的に基いて、精紳病者其他無能力者として所有者たら
しめす、進んで、嘗て有能なる百姓たりし者も老衰によつて能
力の漕磨すべきことを慮り、隠居とも謂ふべき世襲農園引受な
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る制度を設けて新進者との交替を可能ならしめてゐる　（EHG，
§37111〉。又若し所有者にして脛螢を怠れば管理椹の剥奪否所有
権をすら剥奪せらるべきものとし、そしてそれを有能なる百姓
に交付すべきものとしてゐる（：EHG．§15）。農民の土地に封す
る愛着心によつての完全経螢を期待して、世襲農園をば不融殖
物化し、引受（慮居）の場合を除き一般には農園所有椹の移轄（強
制、任意共に）を禁止し、更に所有権移轄を生する虞のある搬保
設定をも禁止してゐる。そしてその恩澤を成るべく廣く及ぽし
農園経螢の完全を期せんが爲に、強制執行より免るべき從物の
範園を甚しく廣く認めてゐる（EHG．§8）。相績が必要的に惣
領相績（濁占相績）なることも此目的に副ふものと言へよう。
　世襲農園の登生は要件主義であり、何等の設定庭分を要せす、
主観的客槻的の要件を具備すれぱ當然に登生するものとせられ
る（EHG。§1）。主観的要件については既述の如く明細に規定
が置かれてゐるのであるが、その内で最も注意すべき除斥原因
は不名碁者たることである。不名轡者たることの作用は、世襲
農園に關する限り中世の民事死（b廿rgerliches　Tod，civil　de挑七h〉
と同様であつて、所有せる農園は之を失ふべく（EHG§1511）、
相績権は剥奪せられ其者死亡せる場合と同様其者の子が承租相
績を行ふのである　（EHG．§211）。　但し一般財産（erbhoffreies
Verm6gen）にはその敷力は及ばない。從つて親子して同時に同
一被相績人の相績人たることがあり得る。外國人排斥、ユダヤ
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系有色人系の内國人排斥は飴りに顯著なる事項である。物的要
件としては廣表に關するものがその主なるものである。
　世襲農園法は世襲農園の相績に關し、、民法に卦して最も露骨
に反抗の態度を探つてゐる。惣領相績、男子優先、養子による
相綾の絶封的否認、私生子の地位の劣等化等は、それぞれ民法
の分割相績、男女卒等、養子許容、私生子の地位向上の方針等
と全く相封立してゐる。注意すべきことは、右は世襲農園の相
績法であつて百姓の相績法に非る事である。百姓は言ふ迄もな
く世襲農園を所有し得ると同時にそれ以外の財産をも有し得
る。而して世襲農園以外の財産に關しては凡て民法の主義に從
ふ。即ち百姓について相績開始すれぱ遺産は二分して爾種の相
績が行はれるのである。百姓能力を喪失したる者が引績き世襲
農園を保有する場合に於て、その者につき相績が開始したると
き亦同じ（：旺［G．§16）。
　概念法學的見地よりすれば、所有権の絶封性に勤する重大な
る例外を認めたること帥ち所有者が事實的庭分灌のみならす法
律的庭分椹も殆んど全く剥奪されたことも注意する必要があ
る。か㌧る所有灌も亦所有灌と言ひ得るや否やは法律學の基礎
的なる問題であつて、本稿に於ては之を論する蓬はない。
　最後に忘るべからざる事は、土地財産の重要なる部分を占む
る市街宅地には此世襲農園法は全然關聯して居ら諏事である。
これに要件欠敏のため世襲農園たり得ざるものを加へると、債
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額にして大部分とも言へる土地財産は、なほ民法の支配に委せ
られてゐるのである。果してか㌧る部分に迄世襲農園法の指導
原理が籏張適用されるか否かは今後の問題である（註）。
　（註）　次に参考の爲最近（1935年1月）の農業経螢の統計を示す。世襲農園
　　の實激を得られないのを遣憾とするが、大盟はこれによつて推測出來る。一
　　経醤にして0，5HLに満たざるものは除外されてゐる。
　　濁麹全農林地の纏螢総敷3，000，000面積40，900，000Hr，
　内（1）7・5HL未満2，128，000帥71％面積7，900，000Hr・19・3％
　　（2）　　7。5－125Hr．　　845，000　窪p　28％　　　7，　18，000，000Hr．　44％
　　　　（イ）　7・5－20Hr・564，000印（2）の内66・0％
　　　　（ロ）　　20－50Hr．　232，000　　　　　　，，　　　　　28。0％
　　　　（ノ・）50－100Hr・45，000　　”　　5・4％
　　　　（二）100－125Hr・　5，000　　，，　　0・6％
　　（3）　125HLを超ゆるもの27，000即1％面積15ン000，000Hr・36・7％
一（完）一
